
 

大畑美紀議員 

 

 

  

学
校
図
書
室
の
充
実
を 

 

危
険
箇
所
の
歩
道
整
備
方
針
は 

佐
伯
吉
和
地
域
の 

生
活
バ
ス
路
線
確
保
と 

バ
ス
賃
助
成
拡
充
を 

国
民
健
康
保
険
税
引
き
上
げ 

４
月
か
ら 

 

日
本
共
産
党
は
反
対 

平
均 

１
人
８
、
８
４
８
円
増 

１
世
帯
１
万
３
９
０
０
円
増 

 医
療
費
増
と
国
保
会
計
の
財
源
不
足
を
理
由
に
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団

の
大
畑
・
植
木
両
議
員
は
「
国
保
基
金
の
取
り
崩
し
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
お
こ
な
い
、
努
力
は
な
さ
れ
て

い
る
が
、
社
会
保
障
と
し
て
、
誰
で
も
入
れ
る
よ
う
十
分
な
補
助
を
出
し
、
払
い
や
す
い
額
に
す
べ
き
で
あ
る
。
今
困

難
な
市
民
の
暮
ら
し
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
引
き
上
げ
は
す
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
反
対
し
ま
し
た
が
、
日
本

共
産
党
市
議
団
、
社
会
市
民
ク
ラ
ブ
以
外
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

大
畑
美
紀
議
員
の 

一
般
質
問
（
裏
面
に
も
） 

大
畑 

①
学
校
図
書
の
標
準
冊
数
の
充
実
と
と
も
に
、
図
書
の
質
の
充
実

の
た
め
十
分
な
予
算
措
置
を
求
め
る
が
ど
う
か
。 

②
読
書
活
動
推
進
員
の
活
動
は
専
門
性
と
継
続
性
が
求
め
ら
れ
る
。
研
修

機
会
の
拡
充
、
同
一
校
で
の
原
則
３
年
の
勤
務
継
続
を
。 

③
学
校
図
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
市
民
図
書
館
と
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
が
整
備
方
針
は
。 

 

答
弁 

教
育
部
長 

①
Ｈ
21
年
度
は
約
１
９
０
０
万
円
を
計
上
、
図
書
冊

数
を
満
た
し
て
い
な
い
学
校
の
蔵
書
数
を
整
備
し
た
う
え
で
、
学
校
図

書
の
充
実
・
整
備
に
努
め
た
い
。 

②
来
年
度
も
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。
継
続
性
に
つ
い
て
は
、
同
一
校
で

の
継
続
勤
務
原
則
２
年
と
し
て
い
る
。
司
書
資
格
を
と
ら
な
い
た
め
、

レ
ベ
ル
が
均
質
化
し
て
い
な
い
の
で
、
研
修
な
ど
で
底
上
げ
し
な
が
ら

も
う
少
し
様
子
を
見
て
検
討
す
る
。 

③
蔵
書
を
電
子
デ
ー
タ
で
管
理
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。 
 

 新
は
つ
か
い
ち 
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定
額
給
付
金
申
請
は
４
月
13
日
〜
10
月
13
日 

一
般
会
計
補
正
予
算 

国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
よ
る
定
額
給
付
金
の
支
給
が
決
ま
り
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
国
の
制
度
に
は
反
対
で
す
が
、
世
論
調
査

で
「
も
し
支
給
さ
れ
た
ら
受
け
取
る
」
と
答
え
た
人
が
、
約
７０
％
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
の
補
正
予
算
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。 

3月議会報告 
２月 27 日～3月 17 日 

 

 

大
畑 

多
く
の
歩
道
設
置
要
望
の
中
で
、
廿
日
市
佐
伯
線
の
特

に
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
整
備
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 
建
設
部
長 

佐
伯
プ
ロ
パ
ン
付
近
は
、
横
断
歩
道
設
置

へ
向
け
て
の
歩
道
整
備
要
望
を
県
へ
お
こ
な
っ
て
い
る
。
佐

伯
中
学
校
入
り
口
交
差
点
か
ら
佐
伯
プ
ロ
パ
ン
前
ま
で
の
山

側
の
歩
道
を
廿
日
市
地
域
側
へ
延
伸
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
農
協
友
和
支
店
か
ら
河
津
原
ま
で
は
、
現
在
友
和

小
学
校
前
に
着
手
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。
家
屋
移
設
転
が
必
要
な
た
め
、
早
急
な
整
備
は
困

難
で
あ
る
が
今
後
も
県
へ
要
望
し
て
い
く
。
既
設
歩
道
の
改

善
や
道
路
補
修
に
つ
い
て
も
随
時
お
願
い
し
て
い
る
。
津
田

地
区
の
商
店
街
の
側
溝
蓋
の
補
修
も
お
願
い
し
た
い
。 

大
畑 

①
佐
伯
地
域
の
自
主
運
行
バ
ス
（
福
祉
バ
ス
）
は
地
域
の

要
望
に
沿
い
、
よ
り
便
利
な
運
行
計
画
へ
の
見
直
し
を
。 

②
佐
伯
・
吉
和
地
域
は
特
に
交
通
困
難
地
域
で
あ
り
、
定
住
対
策

や
外
出
支
援
策
と
し
て
、
通
院
以
外
に
も
バ
ス
運
賃
助
成
を
拡

げ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 

市
長 

①
広
電
バ
ス
と
の
連
携
に
よ
る
自
主
運
行
バ
ス

の
運
行
は
、
地
域
の
利
用
者
の
要
望
が
反
映
さ
れ
、
き
め
こ
ま

や
か
な
ダ
イ
ヤ
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
広
電
バ
ス
と
調

整
を
図
っ
て
い
く
。 

②
当
面
は
現
行
の
制
度
を
引
き
続
き
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

 



大畑美紀議員の一般質問 

 

 大
畑 

介
護
保
険
制
度
は
、
高
い
保
険
料
や
利
用
料
、
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
や
、

介
護
現
場
の
劣
悪
な
労
働
条
件
な
ど
の
現
状
か
ら
、
抜
本
的
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。 

① 

現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。 

② 

４
月
か
ら
の
要
介
護
認
定
新
方
式
で
は
、
認
定
の
軽
度
化
で
、

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
取
り
上
げ
が
進
む
と
危
惧
さ
れ
る
が
ど
う
か
。 

③ 

市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
介
護
保
険
料
の
負
担
感
が
大
き
い

こ
と
や
、
経
済
面
で
困
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
利
用
料
の
減
免
制
度
を
求
め
る
が
ど
う

か
。 

 

答
弁 

福
祉
保
健
部
長 

①
Ｈ
21
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
が
図
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

② 

調
査
項
目
は
、
現
行
の
82
項
目
か
ら
74
項
目
に
再
編
成
さ
れ
る

が
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
「
ほ
ぼ
現
行
の
審
査
判
定
と
同
等
」
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。 

③ 

Ｈ
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
の
算
定
で
は
、
介

護
保
険
準
備
基
金
と
国
か
ら
の
交
付
金
の
活
用
で
、
現
行
の
基
準
月

額
４
，
１
７
０
円
に
据
え
置
く
。
利
用
料
は
市
独
自
の
制
度
は
予
定

し
て
い
な
い
。
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
軽
減
制
度
や
、
Ｈ
21
年
度
か

ら
始
ま
る
高
額
医
療
介
護
合
算
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
制
度
な
ど
を

周
知
す
る
よ
う
に
努
め
る
。 

 

大
畑 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
問
題
が
多
く
、
開
始
後
も
廃

止
を
求
め
る
声
が
続
い
て
い
る
。 

① 

保
険
料
の
滞
納
者
が
多
く
（
普
通
徴
収
約
２
，
５
５
０
人

の
う
ち
２
月
３
日
現
在
で
２
５
３
人
、
５
３
１
万
８
千
円
の

滞
納
）
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
で
も
負
担
感
を
訴
え

る
人
が
多
い
。
広
島
県
の
広
域
連
合
や
国
に
対
し
、
保
険
料

引
き
下
げ
を
求
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

② 

特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ
変
更
で
き
る
旨
の
市
か
ら

の
通
知
が
送
付
さ
れ
た
が
、
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
な
か

っ
た
人
が
多
い
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
。 

答
弁 

保
健
福
祉
部
長 

① 

制
度
の
周
知
が
十
分
で
な
く
、

保
険
料
納
付
方
法
も
一
律
で
は
な
い
た
め
、
支
払
い
に
混
乱

が
生
じ
た
。
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る

が
、

21
年
度
以
降
予
定
の
制
度
見
直
し
を
注
視
し
た
い
。 

② 
情
報
量
が
多
く
、
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
と
推
測
す
る
。

ま
た
、
制
度
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
、
短
期
間
の 

う
ち
に
制
度
変
更
が
重
な
っ
て
、
十
分
な
周
知
期
間
が
な
か

っ
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参 

考
に
、
わ
か
り
や
す
い
周
知
方
法 

や
通
知
書
作
成
に
努
め
る
。 

 

保険料・利用料を減免して、経済的理由で介護を受けら

れない人をなくす 

 所得の少ない高齢者は原則として介護保険料・利用料を免除しま

す。4月からの保険料は基金を取り崩すことなどで値下げを求めま

す。当面保険料減免を国の制度としてつくり、将来は高齢者の保険

料率も、全国単一の、所得に応じた定率制などをめざします。 

 利用料は将来無料をめざし、当面は減免制度を抜本的に充実させ

ます。保険料・利用料の減免分は全額国庫負担です。 

「介護とりあげ」「保険あって介護なし」をただす 

現在のコンピューター判定中心の要介護認定や低い利用限度額

を廃止し、ケアマネジャーなど現場の専門家の判断で必要な介護を

提供する制度をめざします。ケアマネジャーの独立性、専門性を向

上させ、ふさわしい介護報酬や研修を保障します。 

３８万人を超える特別養護老人ホームの待機者解消へ、緊急の基

盤整備 5カ年計画を進め、どこでも必要な医療・介護が受けられる

ようにし、介護型医療施設の 11月末での廃止を撤回します。  

全額自己負担の施設の食費・居住費を公的介護制度の対象として

負担を軽減します。 

事前規制で「もうけ本位」の不正や乱脈経営による廃業をなくし

ます。 

労働条件改善で人材不足解消、雇用創出図る 

政府は介護報酬を初めて３％引き上げますが、「焼け石に水」で

す。介護報酬と別枠で公費投入による月３万円の賃金引上げ実現と

ともに介護報酬は当面５％以上の引き上げを目指します。国庫負担

割合を増やし、保険料や利用料の引き上げにつながらないようにし

ます。人員配置基準の改善、常用雇用を主流にしていきます。 

公的介護の改善は安心と雇用をうみ、経済も発展させる 

国民の負担が重い最大の原因は、介護費用の５０％だった国庫負

担割合が２５％とされ「三位一体改革」で２２、８％まで引き下げ

られたからです。国庫負担率をただちに５％引き上げ、さらに５

０％まで計画的に引き上げます。介護分野に新しい雇用を生み出

し、介護を理由とした離職を減らすことは、経済の民主的発展にも

大きな効果があります。 

介
護
や
医
療
に
か
か
る
高
齢
者
の
負
担
軽
減
を 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は 

問
題
が
多
い
が 

大畑美紀議員の一般質問 
10 年目を迎える 

介護保険制度の抜本見直しを 
日本共産党の提言（要約） 

  

 

介護保険料、利用料の軽減を 

 


